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研究成果の概要 

創発研究2年目にあたる本年は、昨年度に引き続き研究環境のセットアップを行い、遺伝子組み換え実

験やイメージング解析などの研究環境を整えることができた。また、研究員や学生が新たに加わり昨年

に比べ研究が加速した。本研究では、ヒト ナイーブ型多能性細胞から作成した胚盤胞様構造(ブラスト

イド)を用いてヒト胚発生機構を解明することを目指しているが、なかでも2023年度は3つの課題に取り

組んだ。①ヒト原始内胚葉の分化機構解明: 昨年度絞り込んだ原始内胚葉制御因子をもとに、ブラスト

イド中の原始内胚葉数が少ない原因の解明と改良に取り組み、原始内胚葉の数の増加ができつつある。

また、培養液の改良以外のアプローチでブラストイドを構成する特定の細胞系列を制御する方法の開

発にも取り組むことができた。②非ヒト霊長類におけるブラストイドの作製: 共同研究により非ヒト霊

長類でのブラストイドの作製に成功した。③ヒト胚盤胞の着床機構の解明:ブラストイドを用いた着床

系の構築、イメージングによる観察に取り組み、これまで予想していたものとは異なる結果を得つつあ

る。今後再現性の確認、詳細な解析を行い哺乳類の着床制御機構の解明につなげたい。 
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